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F１．性別 度数 ％ 度数 ％
１．男性 １２３ ４６．２ １００ ４０．２
２．女性 １４２ ５３．４ １４８ ５９．４
９．無回答 １ ０．４ １ ０．４
F１．結婚 度数 ％ 度数 ％
１．結婚していない ２５８ ９７．０ ２３９ ９６．０
２．結婚している ５ １．９ ９ ３．６
９．無回答 ３ １．１ １ ０．４
F１．親との同居 度数 ％ 度数 ％
１．同居している １９０ ７１．４ １４２ ５７．０
２．同居していない ７１ ２６．７ １０２ ４１．０
９．無回答 ５ １．９ ５ ２．０









F３．最終学歴 度数 ％ 度数 ％
１．中学校 ６ ２．３ ４ １．６
２．高校 ２１ ７．９ ５９ ２３．７
３．専門・各種学校 ３７ １３．９ ４４ １７．７
４．短大・高専 １２ ４．５ ２８ １１．２
５．大学・大学院 １８３ ６８．８ １１３ ４５．４
６．その他 ３ １．１ ０ ０．０
９．無回答 ４ １．５ １ ０．４
F４．職業 度数 ％ 度数 ％
１．生徒・学生 ２３３ ８７．６ １８２ ７３．１
２．常勤の会社員・団体職員 ７ ２．６ ２５ １０．０
３．公務員 １ ０．４ １ ０．４
４．契約社員・嘱託 ０ ０．０ ５ ２．０
５．派遣社員 ０ ０．０ ３ １．２
６．パート・アルバイト １４ ５．３ １５ ６．０
７．自営業主・家事手伝い １ ０．４ ２ ０．８
８．自由業者 １ ０．４ ０ ０．０
９．専業主婦（主夫） ０ ０．０ ３ １．２
１０．無職 ３ １．１ ６ ２．４
１１．その他 ３ １．１ ５ ２．０
９９．無回答 ３ １．１ ２ ０．８
合計 ２６６ １００．０ ２４９ １００．０
図表２．主要属性②（学歴・職業）
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F１０．実家の暮らし向き 度数 ％ 度数 ％
１．上 ２３ ８．６ １３ ５．２
２．中の上 １６７ ６２．８ １２４ ４９．８
３．中の下 ６１ ２２．９ ９７ ３９．０
４．下 １２ ４．５ ９ ３．６
９．無回答 ３ １．１ ６ ２．４
F１１．一ヶ月の可処分所得 度数 ％ 度数 ％
１．１０，０００円以内 ２９ １０．９ ４２ １６．９
２．２０，０００円以内 ４１ １５．４ ５１ ２０．５
３．３０，０００円以内 ６３ ２３．７ ４３ １７．３
４．５０，０００円以内 ６９ ２５．９ ５２ ２０．９
５．７０，０００円以内 ３５ １３．２ ３４ １３．７
６．１００，０００円以内 １８ ６．８ ８ ３．２
７．１００，００１円以上 １０ ３．８ １８ ７．２
９．無回答 １ ０．４ １ ０．４
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地 域 n 平均値 標準偏差 最頻値 最小値 最大値
q４０．１．親友の人数※ 愛媛県松山市 ２４４ ３．５ ２．４ ２ ０ １４
東京都杉並区 ２６４ ４．０ ３．７ ２ ０ ３０
q４０．１sa．同性の親友の人数＊ 愛媛県松山市 ２２９ ３．２ ２．１ ２ ０ １１
東京都杉並区 ２３２ ３．８ ３．０ ２ ０ ２５
q４０．１di．異性の親友の人数＊＊ 愛媛県松山市 ２２９ ０．４ ０．９ ０ ０ ５
東京都杉並区 ２３２ ０．７ １．４ ０ ０ １３
q４０．２．仲のよい友人の人数＊ 愛媛県松山市 ２３５ １４．９ １４．２ １０ ０ １５１
東京都杉並区 ２６２ １８．５ １７．７ １０ ０ １００
q４０．３．知り合い程度の友人の人数＊＊＊ 愛媛県松山市 ２２９ ４４．８ ５４．５ ２０ ０ ３００




























































































































１位 ORANGE RANGE ６．４ １位 Mr. children ６．０
２位 倖田來未 ５．６ ２位 aiko ３．４
３位 ケツメイシ ４．８ ３位 BUMP OF CHICKEN ３．０
３位 浜崎あゆみ ４．８ ４位 ゆず ２．６
５位 Mr. children ４．０ ５位 ケツメイシ ２．３
６位 B’z ３．２ ５位 スピッツ ２．３
７位 ゆず ２．４ ７位 B’z １．９
８位 KAT−TUN ２．０ ７位 サザン・オールスターズ １．９
８位 大塚愛 ２．０ ９位 JUDY AND MARY １．５
１０位 aiko １．６ ９位 ORANGE RANGE １．５
１０位 BUMP OF CHICKEN １．６ ９位 レミオロメン １．５





















４６０ 松山大学論集 第２２巻 第１号
地 域 n 平均値 標準偏差 最頻値 最小値 最大値
q３４．１sum．テレビの合計利用時間（分）＊ 愛媛県松山市 ２３８ １９０．５ １３６．０ １２０ ０ ７２０
東京都杉並区 ２５９ １５３．１ １１７．６ １２０ ０ ７２０
q３４．２sum．テレビゲームの合計利用時間（分）n. s. 愛媛県松山市 １８０ ４５．２ ８６．７ ０ ０ ６００
東京都杉並区 ２０２ ３３．７ ７２．５ ０ ０ ４８０
q３４．３sum．固定電話の合計利用時間（分）n. s. 愛媛県松山市 １７６ ６．６ ２７．８ ０ ０ ２４０
東京都杉並区 ２１３ ６．９ １９．３ ０ ０ １５０
q３４．４sum．携帯電話の合計利用時間（分）※ 愛媛県松山市 ２４１ ４２．３ ８６．５ １０ ０ ７２０
東京都杉並区 ２６１ ３０．２ ４８．４ １０ ０ ４００
q３４sq１．２．携帯メールの送受信数 n. s. 愛媛県松山市 ２４２ ２３．６ ２８．１ １０ ０ ２００
東京都杉並区 ２６２ ２１．１ ２３．７ １０ ０ ２００
q３４．sq２．１．２．携帯メモリーの登録件数＊＊＊ 愛媛県松山市 ２３７ １０６．７ ７１．０ １００ ０ ３５０
東京都杉並区 ２６０ １４０．８ ９４．１ １００ ０ ６００
q３４．sq２．２．２．携帯メモリーのグループ分け数 n. s. 愛媛県松山市 ２３２ ６．３ ４．８ ０ ０ ２０
東京都杉並区 ２５４ ６．６ ４．８ ０ ０ ２７
q３５sum.インターネットの合計利用時間（分）n. s. 愛媛県松山市 ２３２ ８３．５ １０４．７ ６０ ０ ７２０





１位 週刊少年ジャンプ １２．９ １位 週刊少年ジャンプ １１．７
２位 non・no １１．６ ２位 non・no ７．９
３位 Can Cam ３．６ ３位 mina ４．９
３位 mina ３．６ ４位 Can Cam ４．５
３位 週刊少年マガジン ３．６ ５位 週刊少年マガジン ２．６
６位 ViVi ３．２ ６位 PS ２．３
７位 JJ ２．０ ７位 MEN’S NON・NO １．５
７位 MEN’S NON・NO ２．０ ７位 Number １．５
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見田宗介，１９７９，「まなざしの地獄」『現代社会の社会意識』弘文堂．
宮台真司ほか，１９９２，『高度技術社会における若者の対人関係の変容』（平成３年度科学研究
費補助金：重点領域研究『高度技術社会のパースペクティブ』研究成果報告書）
宮台真司，１９９４，『制服少女たちの選択』講談社．
宮台真司・石原英樹・大塚明子，１９９３，『サブカルチャー神話解体』パルコ出版．
三浦展，２００４，『ファスト風土化する日本』洋泉社．
森川嘉一郎，２００３，『趣都の誕生－萌える都市アキハバラ』幻冬舎．
難波功士，２００７，『族の系譜学』青弓社．
内閣府政策統括官，２００４，『世界の青年との比較からみた日本の青年－第７回世界青年意識
調査報告書』．
柴野昌山，１９９０，『現代の青少年－自立とネットワークの技法』学文社．
総合研究開発機構編，１９８３a，『若者の都市－大都市に生きる若者の意識と行動』学陽書房．
総合研究開発機構，１９８３b，『地方都市青年層のライフスタイルと文化行動』総合研究開発機
構．
高橋勇悦，１９７４，『都市化の社会心理』川島書店．
高橋勇悦監修，川崎賢一ほか編，１９９５，『都市青年の意識と行動』恒星社厚生閣．
高橋勇悦，２００５，『東京人の横顔』恒星社厚生閣．
富田英典・藤村正之編，１９９９，『みんなぼっちの世界』恒星社厚生閣．
辻泉，２００４，「ポピュラー文化の危機－ジャニーズ・ファンは“遊べているのか”」宮台真司・
鈴木弘輝編著『２１世紀の現実－社会学の挑戦』ミネルヴァ書房．
山田真茂留，２０００，「若者文化の析出と融解」宮島喬編『講座社会学７ 文化』東京大学出
版会．
ロバート・E・パーク著，町村敬志・好井裕明訳，１９８６，『実験室としての都市－パーク社会
学論文選』御茶の水書房．
（本研究は，平成２０年度松山大学特別研究助成による研究成果の一部である。）
地方の若者・都市の若者 ４６５
